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は じ め に

現在,我国の療養所に入所 しているらい患者

の約80%は既に病気が治癒 した ｢もと患者｣で

あり,36%は第 2次世界大戦終結以前に隔離収

容された人々である1'｡ 現在は61才である入所

者の平均年令が年々高 くなり,それに伴い一般

的成人病及び老人性疾患の発症頻度が上昇する

であろう将来を考える時,らい患者或いは,ら

いは治癒 したが身体的変形や機能障害を残 して

いる人々のための各科診療のインテグレーショ

ンの充実が焦眉の問題であることば論をまたな

いであろう｡最近の療養所内の死因順位は悪性

新生物,心疾患,脳血管障害,肺炎となってい

る2)｡ 入所者がこれらの疾病に曜患しても,一

般病院や専門病院での適切な受診の機会に恵ま

れなかったり,治療が受けにくい等の問題がし

ばしば聞かれる3'｡ 適切な医療が受け難いとい

う事実はある意味では現在の一般社会の,特に

医療従事者のらいに対する考え方を反映 してお

り,そのことが患者のための医療のインテグレ

ーションに大きな影響を与えているであろうと

考えられる｡

本調査の目的は一般社会の人々のらいについ

ての考え方並びにその内容を知ることにあり,

本調査の結果はらいという疾病を正しく理解 し,

らい患者または ｢もと患者｣に適切な医療を期

する上で大きな意義をもつものであろうと思わ

れる｡本報では医療従事者の周辺部分を形づ く

る一般社会の人々のらいに対する認識の程度を

質問紙形式により調査 し,分析,考察する｡

対 象 と 方 法

調査は1982年 9月1日から25日にわたって質

問紙形式によっておこなった｡対象 は近畿地

方の教育施設,社会福祉施設の中から適当に選

定 した｡その内容は大学諸学部学生 (医,工,

鍾), 及び医療技術短期大学部学生とその両親

のいづれか,老人いこいの家定例行事に参加す

る老人及び老人ホーム入園者の計300名 であっ

た｡年令によるらいに対する考え方,態度の差

を社会,歴史的背景との関連性において考察す

るために対象を,

･青年 (19-29才)群,らいを直接的に知らな

いと思われる群｡

･壮年 (30-59才)群,第 2次世界大戦前後の

心理的,社会的混乱期にらい対策実施の状況

を通 してらいを知っている群｡

･老年 (60- )群,警察主管時代に始るらい

対策の歴史的事実を通 してよく知っている群｡

の3群に大別 した｡

尚,記述方式によって得られた対象のらいに

対する具体的な意見のいくつかを,内容的に分

類 して本論の末尾に掲出した｡

質問の骨子は下記の4項目である｡

1. どのようにしてらいを知ったか

2. らいに対する病像観

3. らいについての治療観

4. らい患者との交流

結 果 と 考 察

有効回答者数は244名で回答率 81.3%であっ

た｡内訳は男性127人,女性117人で各群の男女

比は青年群 1.2:1, 壮年群 1:1,老年群

1.1:1であった｡ 青年の86.6%は大学生 (短

大生を含む)で,壮年男性の84.4%は会社員ま

たは公務員,女性の71.1%は主婦であった (義

1)0

1. どのようにしてらいを知ったか｡

各群におけるらいの既知率 をみると,総 数

244名中の97.1%で,青年は82人中97.6%, 壮

年は90人中の100%で, 歴史的年令的に一番よ

く知っているとおもわれる老年群では72人中の

93.1%であった｡らいを知った時期は青年群で

は小学校就学以前が15.9%で,小学校時代17.1

%,次で中学校,高校と成長するに従いその比

率は高 くなっているが,小学校就学以前に限っ

てみると,壮年群32.2%,老年群25.0%で青年

群15.9%に比 して高い比率を示 した｡壮年群の

8.8%, 老年群の33.3%では第 2次世界大戦前

後におけるらい患者に関する種々な報道,例え

ば患者の利用 した交通機関の消毒,患者や家族
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Table1 Thenumberofthepeopleaccordingtothesexandagegroups＼-､Groups＼
s｡Ⅹ＼ Younggroup

(19-29y.0.)

45

35.4%

37

31.6%

82

33.6%

Middleagedgroup
(30-59y.0.)

Agedgroup
(60y.0.-)

45

35.4%

45

38.4%

37

29.1%

35

29.9%

90

36.9%

の悲惨な状況を新聞記事で,或いは父母や身近

な人達からの情報によって知っており,らいに

対する強い恐怖感を抱いていると考えられた｡

当時の社会におけるらいの状況を知っている壮

年群,老年群と,らいの実情をほとんど知 らな

いとおもわれる青年群の問には明確な相違があ

った (表 2)｡

らいを知った情報源に関しては青年群の場合,

小説,新聞,テレビ等のマスメディア61.0%,

次で学校内交友19.5%であったが,これらの情

報源は壮年,老年群では低率であった｡壮年,

老年群で高率を示 したのは両親や身近かな人達

からの伝聞であった (図 1)｡ いずれの群にお

いても情報提供者が ｢父または母｣｢祖父母｣

等,日常生活において密接な関係をもつ者であ

ればあるほど,就学以前の子供達に与えられる

情報の内容は確信をもって受けいれられ,情報

提供者の価値観やその時の態度がそのまま記憶

の中に定着 し,後にまで大きな影響力を与えて

＼二二二二二一- ーー

Thetime

72

29.5%

いるものと考えられた4,5)｡

各群において実際にらい患者との何 らかの直

接的な交流の経験をもっていたのは,青年82人

中の 1人,壮年90人中16人,老年72人中17人で

総数244人中13.9%であった｡ 従ってらいに関

する情報はマスメディアや,他者からの伝聞に

よるものであることがわかった｡

2. らいに対する病像観

更にらいをどのように把握 してい るの か を

｢らい患者との交流の経験 を もつ｣A群と,

｢交流の経験をもたない｣B群との対比でみる

と両者共に皮膚症状,顔面症状などが過半数を

占めているが,A群で四肢の知覚異常,四肢の

変形などがB群に比 して高率であった｡らいを

経験的に知らない対象者では単に情報によって

情緒的に形成された病像があたかも経験的に得

られたものとして,把握認識されているのであ

ろう (図 2)0

らいは何故発症するのかについて上記の如 く,

Table2 Thetimewhentheybecametoknowtheleprosy

S｡Ⅹ 聖 p3L

beforereading

inprlmarySChool

inJuniorhighschool

inseniorhighschool

befわreandintheworldwarⅢ

aftertheworldwarⅢ

noreply

Total

Younggroup

Male Female

6

5

9

5

Middleagedgroup ! Agedgroup

Male Female ; Male Female

4

0

4

2

3

6

1

1

5

9

8

1

5

2

1 10 8

6 9

6 3

7 8

15

90 72
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48

28

19

17

23
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G,.up YMOou.neg FYeo;:?e"iddJei.e?匂ed "EdedLeo7eged AJ?07e? FAe慧 e

Fi皇･1 Theroutebywhichtheybeca

metoknowtheleprosyA,B両群の対比でみると,A群では体質,追

伝によるとするものが30.6%とB群に比 し高率

であった｡これはA群に壮年,老年が多 く,ら

いは家系的なものであるという認識をもってい

たことによるものであろう (図3)01873年にノルウェーのハンセンによってら

い菌が発見されて以後も,長い間 ｢らいは遺伝

病,らいは不治の病気,らいは強烈な伝染病｣
6)とする考えが根強く残っており,その考え

をより強固にしたに違いないらい患者の強制収容政

策,及びらい治療確立以前の視覚的イメージが

壮年,GroupAGroupB 老年群にお

けるらいに対する認識に大きな影響を与えてき

たことと思われる｡我国のらいに対する衛生行政が警察から保健所に移管された

のは第2次世界大戦終結後の

1947年であり,それ以前のらい取締衛生行政

はまことに厳 しいものであったし7,8),また,第 2次世界大戦前後の社会状況下における不確実

ならいに関する情報は人々をまどわせたが,その影響も決して過少評価されてはならないであろう｡3. らいについての治療観らいの治療についてA,

B両群の対比でみるSensorydislurbonce Deform汁y Def

ormitySymptomsofTheskintofthee

xtremities10日hefQCe hondsCndfeetlOthers35.1% l3.5% 27.0% 2

l.7 % +l ヽヽ ヽヽ ′ l′ l
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UncJec]r.

He,edito,yc.ns†汁U..I.n. lnfecti.n. d….huy,sicQQn'ce. kn霊 Ied｡e.

GroupA

GroupB

30.6% 42.9% 6.I% IO.2% lO

.2%: / / ′′
/ / d'; / ′′′′′.I ′′

/ .,'書! / ,,I / '''

t.8%Fi貞･3Thecauseoftheleprosy

diseaseと,A群では ｢治る｣と思っ

ているものは僅か14.7%であり,否定的な考え

をもつものが高率を示 した｡A,B両群におい

て ｢治らないであろう｣と思っているものの方

が高率であるのは専門家の種々な啓蒙運動や雑

誌,専門書などによって得られる知識と,対象

の認識との間の落差の大きさを示唆 しているよう

である (図4)04.

らい患者との交流地域社会において,もし,

自分の居住する近くにらい患者,またはその家

族が住んでいるとして,彼 らとの近所づきあい

をどうするかについては,青年男性群では ｢気

になるがつきあいはする｣は31.8%と低かった

が,青年女子群では同一質問に対 しては54.1%と

半数以上に及び,他の群にくらべても極めて高

い結果を示 した｡このことは男性よりも女性の

方が地域社会において周囲に気を配り,心のや

さしさをもっているということであろうか｡壮年群では ｢普通に

GroupA

GroupB N

oreply.つきあいをする｣8.1%と極めて

低 く,｢全 くつきあいをしない｣16.2%と高

くなっていた｡地域社会における各群の役割か

らみると,壮年群には社会的役割,家族の中心

的存在としてそれに付随する責務等が強く求め

られることと相侯って,幼児期から徐々にかつ

確実に形成されてきたらいについての固有のイ

メージ,例えばらいは遺伝的疾患であるとか,

らいは治癒 しないとかいう家族に大きな影響を

及ぼす考え方を,新 しい知識や認識によって

訂正 す ることがないまま経過したことを示 す もので

あろう4,9)0一方,老年群では ｢わからない｣1

8.2%,｢無記入｣14.5%で, ｢全 くつき

あいはしない｣は14.5% と壮年に比 して少なか

った｡老年の社会的,家族的役割からみると労

働や社会的地位,責任からの解放があり,その

結果個人中心の生活となり,近隣との交際もこ

れまでのように直接 に 日常生 活の問題になっ

てこないのであろCuroblebut Curobles

ometimesCuroblc. noldecided. incurclble. Incurc)ble. Nokn

owledge.l4.7% 20.6% 26.5% 2

0.6% l7.6%2 ､､､ ､､､ ､､＼ ､､ I':! ､､ ､ ､ ､､ I/IJ ､ ､､ ､､ ､
'i! ､､､ ､､ ＼＼､､ /.22.4% 21.4% 27.6% l6

.7% 8.I%十Noreply.Fi色･4Prognosisoftheleprosy



Group
Young
MclIe Young Middleoged Middleoged AgedFemQle Mqle Femc)le

McLleFi皇･5 Socialcontactswiththeleprosypatientsastheneigh

boursう10,ll)｡老年期には ｢老いる｣とい

うことによって他者を思いやる心情が強くなる

同情型と,他者に無関心になり,その表現のひ

とつとしての拒否型との二型がみられる｡壮年

,老年群と共にらいに対する病像は主観的,感

情的なものであった｡老年群は地域社会での交

流については柔軟性を示 し,壮年群は前述 した

如 く歴史的に形成されたらいの病像観による拒

否的態度を明示 していたといえよう

(図5)｡本調査の対象者 244人中79.5%は

,らい患者及びらいから治癒 した人達が,らい

専門の療養所に入所 していることを知っていた

｡身体上の苦痛は医学的に治療することができる

であろう｡しかし,取り除くことの困難なもの

はらいに対しての主観的,感情的に歪曲された

認識に基づいて与えられる苦痛である｡らいの

病像把握において恐怖を強めたであろう強制的

収容隔離,また,らい予防法など一連の政策は

その時代に必要な政策であったとしても,今日に

尚,問題を残す核となっているとすれば,その

問題解決への働きかけもまた,時間をかけてなされなけれ

AgedFe

m(】leばならない｡らいを病んだが故に限

られた医療に甘んじなければならない理由は何もない5

,12)0らいを病んでいたという事実,ま

た,治療後に尚残る種々な身体的障害の故に,

らい以外の疾病についても適切な医療が受けに

くいという現状に対しては,一般社会の人々より

も,むしろ医療に従事する人々が持ち得るらい

についての正 しい理解が解決のいとぐちを与える

筈である｡らいの専門分野では周知の ｢らい

は根絶 で きる｣｢らいは治癒する疾病｣ という

認識 が他 の医療分野の人々にまで浸透 していな

いようである3,13)｡医療分野で働 く人々からい

についての正 しい理解を得,一般医療機関でら

いの患者を受け入れるようになってはじめて,

地域社会の人々にもらいについての考え方,態

度の変容を期待することができる

であろう｡今回の調査では以上の他に記述方

式で種々の意見を求めた｡その中で代表的なものを数例記

載する｡1. 病気

への不安｡･78才,女性 :らいは遺伝病と聞いており,絶
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対に結婚は避けるよう幼時から教えられてい

た｡不治の病といわれていたが後で伝染病と

わかった｡私のような高令者はこの病気に対

する恐怖心がいまだに頭の中にあります｡結

核と同じに遺伝ではな く伝染病で治癒可能で

ある事を大々的に知らせる事が必要ではない

かと思います｡

･72才,女性 :10-20才の頃,患者が利用した

電車や汽車を消毒したことを新聞で知り,莱

り合せて接触 し感染 しているのではと不安感

がありました｡

･48才,主婦 :最近,余 り耳にすることもなく

隔離されているので安心ですが,病気の人が

近 くにいては困ります｡

2. 同情的な意見｡

･70才,女性 :普,患者と接した父母から悲惨

な話を聞いて恐 しいと思った｡治って社会復

帰 しても家族のもと-帰らず 1人でひっそり

と生きている様子をテレビでみました｡本人

も家族も大変気の毒に思います｡

･学生,女性 :最近,らい療養所の本を読みま

したが入所 している方の苦悩には,社会から

｢隔離されている｣｢見放されている｣とい

う重さが感 じられた｡偏見はなかなか変らな

いと思うが,自分達から改めていかねばと思

う｡

･39才,女性 :数カ月前,小説で外国の女性,

宣教師が熊本県にらい療養所をつくったとい

う事を知りました｡患者と親 しく按 しても伝

染もせず長生きしてますから,らい病は清潔

にして手当をきちんとすれば社会復帰できる

のではないでしょうか｡

･72才,女性 :らい患者又は家族のために協力

してほしい,お願いします｡自分が患者であ

ればと思うと他人事でなく大変気の毒に思い

ます｡

3. 積極的な意見

･40才,主婦 :らい患者と実際に交流の経験は

ないが,感染 してから発病までの期間が長い

と聞いている｡ 気味の悪い病気というだけで

偏見をもつ人が多いのは,教育の在り方に問

題があるような気がする｡

･70才,女性 :少 し前,保健所で ｢- ンセン病

は治る｡一般患者として通院できる病院もあ

る｣という内容のパンフレットを見たように

思います｡皮膚病と聞いているが遺伝ではな

くとも体質が遺伝するのではないかと思って

います｡

･学生,男性 :この病気の社会復帰の問題は知

らなかった｡難 しいと思うが知識の普及を図

ること,それをどう理解させ得るかが問題だ

なと考えさせられた｡

･学生,男性 :らいにしても精神病にしても地

域の偏見をなくすことは難 しい｡本当のこと

を宣伝 してまわるボランティア組織,池域活

動が必要であろう｡

これらの意見は調査の設問に対する回答をよく

反映 している｡以上の他にらいの実情を知りた

いという意見が多数あった｡

結 語

歴史的にみると,ある社会がらいという疾病

をどのように考えていたかによって,らい対策

の基本が決定づけられてきたように思われる｡

その対策に沿って必然的に形成されたらいに対

する考え方は,今日も尚,一般社会の人々の種

々な行動を裏付る不変の影響力を及ぼしている｡

我国における80年のらい治療史の中で,ある意

味では患者は保護されてきたようにみえるかも

知れないが,一方では明らかに対策の犠牲とも

なったことは否定できないであろう｡

現在,我国のらい患者の医療の大部分はらい

専門の療養所の中で行なわれている｡そのため

らい患者のらい以外の疾病に関する治療及び健

康管理の面は決して充分ではないであろう｡ら

い以外の種々な疾病に応じて一般病院での医療

を可能にするような対策をたて実施することは,

らいを正 しく理解すると共に緊急を要する大き

な課題であろう｡

本論文は制限されたいくつかの集団を対象と

したものであるから,ここで得られた結果が直

ちに一般社会-拡大されるものではないが,覗
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在の社会 におけるらいに対する一般的な考え方,

態度の幾分かは正 しく反映されているとおもわ

れる｡
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